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令和２年度 府中市立府中第十小学校 校内研究会 高学年ブロック担当 

第５学年 算数科学習指導案 

 

 

 

 

 

「学び合う子供の育成」 

～ 考えを広げたり、深めたりする問いの工夫 ～ 

 
 

 

 

 

１ 単元目標 

（１）一つの分数の分子及び分母に同じ数を乗除してできる分数は、元の分数と同じ大きさを表すことを理解しているとと

もに分数を約分することができる。また、約分の相等及び大小について知り、通分することで、分数の大小比較のしか

たや異分母の分数の加法及び減法の計算のしかたを理解している。（知識・技能） 

（２）分数の性質に基づいて、数の相等及び大小関係について、考察し、異分母の分数の加法及び減法について、分数の

意味や表現をもとにして計算の仕方を多面的に捉え考えることができる。（思考力、判断力、表現力） 

（３）学習したことをもとに、分数の加法や減法の計算の仕方を考えたり、計算の仕方を振り返り多面的に検討したりしよう

としている。学習したことを、生活や学習に活用しようとしている（学びに向かう力、人間性等） 

 

２ 単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

① 一つの分数の分子及び分母に同

じ数を乗除してできる分数は、元

の分数と同じ大きさを表すことを

理解している。A(4) 

② 分数を約分している。A(4) 

③ 約分の相等及び大小について知

り、通分することで、分数の大小を

比べている。A(4) 

④異分母の分数の加法及び減法の

計算ができる。A(5) 

① 分数の性質に基づいて、数の相

等及び大小関係について、考察

している。A(4) 

② 異分母の分数の加法及び減法に

ついて、分数の意味や表現をもと

にしたり、一つの分数の分子及び

分母に同じ数と同じ大きさを表す

ことを用いたりして、計算のしかた

を考えている。A(5) 

① 一つの分数の分子及び分母に同

じ数を乗除してできる分数、元の

分数と同じ大きさを表すことなど、

学習したことをもとに、異分母の

分数の加法及び、減法の計算の

仕方を考えたり、計算の仕方を振

り返り多面的に検討したりしよう

としている。A(4)(5) 

 

 

 

 

 

 

 

単元名 

分数のたし算とひき算 
内容のまとまり 

第５学年 Ａ（４）分数の意味と表し方 Ａ（５）分数の加法、減法 
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３ 指導と評価の計画（１１時間） 

《単元について》 
本単元では、同じ大きさの分数が、分母・分子を変えることによって、いろいろに表されることに着目させ、数概念の拡張

を図る。また、「単位をそろえる」という考えを用いることで、分数の大小比較も既習の内容と同じようにできることを理解さ
せる。 
通分や約分の技能については、分母と分子にかける数や分母と分子をわる数を書き込ませるなど、きめ細やかな指導を

徹底し、一人一人の技能が確実に身につくように指導していきたい。 
さらに、既習である同分母分数の加法や減法の計算の原理（単位分数のいくつ分）を、異分母分数の加法や減法の計

算場面にも広げていく。「単位をそろえる」考え方によって、異分母分数の加法や減法も、これまでの同分母分数の加法や
減法と同じようにできることを理解させたい。繰り上がりや繰り下がりが入る計算、帯分数と真分数や仮分数の加減計算
へと難易度は上がっていく。児童が戸惑う場面では面積図などを活用するなどしながら理解を促していく丁寧な指導を心
がけたい。 
【１ 大きさの等しい分数】４年で学習した内容について数を拡張して考える。単位分数の大きさを数直線を使ってとらえ

させるとともに、同じ大きさの表し方が何通りもあること、またその同値分数はどの分数にも存在することに気づかせるよう
にしたい。 
そして、同値分数をもとにして、もとの分数と同じ大きさを表す分数はもとの分数の分子及び分母に同じ数を乗除してで

きることを理解させる。そして、そのきまりをもとに、約分のしかたを理解させる。また、通分を用いて分数の相等や大小関係
を処理することに発展させていく。 
【２ 分数のたし算】分母が異なる分数であっても、通分して分母が同じ分数にそろえることで、既習である同分母分数

の加法と同じようにできることを理解させる。また通分にあたっては、それぞれの分数の分母の最小公倍数を分母とすれば、
計算が簡単でわかりやすいことを理解させる。 
【３ 分数のひき算】本小単元も「２ 分数のたし算」と同様である。単位をそろえる考え方で分母をそろえれば既習の計

算（同分母分数の減法）と同じようにできることを理解させる。 
  
本単元は、学習指導要領解説 P243～第５学年Ａ（４）（５）を対象に、「分数の意味や表し方について深めた理解の上

に、異分母の分数の加減や減法の計算の仕方を考え、それらの計算ができるようにすること」をねらいとしている。分数の
意味指導では、分母を大きさを表す“単位”として捉えさせ、単位をそろえて異分母の大小比較や加減計算を行うことを理
解させる。本単元は、６年生の「分数のかけ算やわり算」につながる単元内容である。指導に当たっては、分数に対して苦
手意識をもっている児童も意欲的に学習に取り組めるよう、「分数マスターになって、分数のよさをたくさん見つけよう」と
題し、授業を行っていく。算数の授業においてこれまでも、自分の言葉で説明を書き、全体に伝える活動を行ってきた。本単
元においても、既習事項や図を用いて考え、自分の言葉で考えをまとめ、相手に伝えるという活動を継続して行い、思考
力・判断力・表現力をさらに身に付けさせていきたい。そのために、ペアやグループでの話し合い活動が、協働的な学習と
なるよう、それぞれが自分の考えを説明し、互いの考えを交流する中で、理解をより深めていけるようにしていきたい。その
際、自分の考えと比べながら聞き、考え方や方法などの共通点を見つけ、相手に伝えることを意識させることにより、お互い
の考えを深めることができるようにしていく。 
これまでの学習内容を振り返ってみると、新たなことを考えることが苦手な原因の一つに、どの既習事項を使えば良い

のか分からないということが考えられる。よって、自力解決の前には必ず既習事項の確認を行い、全体でどの既習事項が
使えそうか確認する。また、ポイントになる部分を分かりやすくするために、前時の学習感想の振り返りや算数コーナーを活
用するなど、掲示物にも工夫をする。 

 

《本単元の内容の関係と発展》 
 
   

 

  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

第２学年 

●分数の表し方 

第３学年 

●分数の意味と表し方 

●分数の仕組み 

●簡単な分数の加法・減法 

 

 

 

●垂直と並行、かき方 

第４学年 

●１より大きい分数 

●分数の大きさ 

●同分母分数の加法・減法

簡単な分数の加法・減法 

 

第５学年 

●倍数と公倍数 

●約数と公倍数 

●偶数と奇数 

 

 

●大きさの等しい分数 

●分数の大小 

●異分母分数の加法・減法 

●分数と少数・整数 

第６学年 

●（分数）×（整数）の計算

●（分数）÷（整数）の計算 

●（分数）×（整数）の計算

●いろいろな計算 

●（分数）×（整数）の計算 

●（分数）÷（整数）の計算

整数 
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時間 ●ねらい・学習活動 
評価規準（評価方法） 

知識・技能 思考・判断・表現 
主体的に学習に
取り組む態度 

１ 

【大きさの等しい分数】 

●
１

２
と大きさの等しい分数を数直線を手がかりに見

付け、
６

１２
が
１

２
と等しいことを図を使って確かめる。 

●大きさの等しい分数の分母や分子の間の関

係を調べる。 

●いろいろな同意分数を見付ける。 

●単位分数の意味を知る。 

・
１

２
と大きさの等しい分数を調べる。 

・ノートに数直線を貼り、それを手がかりに見付

ける。 

・
１

２
と等しい分数のきまりを見付ける。 

・いろいろな同意分数を見付ける。 

・単位分数の意味について知る。 

・知①（ノート分

析、行動観察 
  

２ 
本時 

【通分】 

●
２

３
と
４

５
の大きさを比べる方法を考える。 

●通分の意味を知る。 

●通分して
２

３
と
４

５
の大きさを比べる。 

●異分母分数の大小比較をする。 

・
２

３
と
４

５
の大小を比べる方法を考える。 

・
２

３
と
４

５
の大きさを大きさの等しい分数を作って比べ

る。 

・通分の意味について知る。 

・異分母分数を通分して大小比較をする。 

 
思①（ノート分析、

行動観察） 
 

３ 

【通分のしかた】 

●いろいろな分数を通分して、大小を比較する。 

●帯分数と仮分数の大小比較をする。 

●３つの分数を通分して、大小を比較する。 

・２つの通分のしかたの違いを考える。 

・最小公倍数で通分する方法を考える。 

・帯分数と仮分数の大小を比べる方法を考え

る。 

・３つの分数の大小を比べる方法を考える。 

・知③（ノート分

析、行動観察 
  

４ 【約分】 
・知②（ノート分

析、行動観察 
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●
１２

１８
をもっと簡単な分数で表す方法を考える。 

●約分の意味を知り、一回で約分するには、分

母と分子の最大公約数で約分すればよいこと

に気付く。 

●いろいろな分数を約分する。 

・約分の意味について知る。 

・約分のしかたについて考える。 

・いろいろな分数を約分する。 

５ 

【真分数のたし算】 

●異分母分数の大小比較は、分母を同じにす

ればできたことを想起する。 

●異分母分数の加法は、分母を同じにすれば

計算できることに気付く。 

●答えはできるだけ簡単な分数にすることを知

る。 

●答えが１より大きくなる場合の異分母分数の

加法の計算のしかたを考える。 

・問題文を読み、立式する。 

・計算のしかたを考える。 

・答えが約分できる計算について考える。 

・
１

３
＋
５

６
の計算のしかたを考える。 

・異分母分数の加法を計算する。 

・知➃（ノート分

析、行動観察 
  

６ 

【帯分数のたし算】 

●帯分数の加法の計算のしかたを考える。 

●真分数部分の和が仮分数になったときの処

理のしかたを考える。 

・異分母分数の（帯分数）＋（帯分数）の計算

のしかたを考える。 

・真分数部分から整数部分への繰り上がりのあ

る計算のしかたを考える。（分数部分が真分数

に）、（仮分数に） 

・いろいろな（帯分数）＋（帯分数）の計算をす

る。 

 
思②（ノート分析、

行動観察） 
 

７ 

【真分数のひき算】 

●異分母分数の減法の計算のしかたを同分母

分数の計算のしかたをもとに考える。 

●異分母分数の減法も、加法と同じように通分

すれば計算できることを知る。 

●（仮分数）－（真分数）の計算のしかたを考え

る。 

・問題文を読み、演算決定する。 

・計算のしかたを考える。 

・
５

６
－
３

１０
の計算のしかたを考える。 

 
・思②（ノート分

析、行動観察） 
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・
７

５
－
５

６
の計算のしかたを考える。 

・いろいろな異分母分数の減法をする。 

８ 

【帯分数のひき算】 

●（帯分数）－（帯分数）の計算のしかたを考え

る。 

●真分数部分の減法ができなかったときの処

理のしかたを考える。 

・異分母分数の（帯分数）－（帯分数）の計算

のしかたを考える。 

・整数部分から真分数部分へ繰り下がりのある

計算のしかたを考える。 

・帯分数を含む異分母分数の計算をする。 

・知➃（ノート・分

析、行動観察） 
  

９ 

【たし算とひき算の混じった計算】 

●異分母分数の三項間の和差を考える。 

●一つ一つ計算していくのか、最初に通分して

計算していくのか、どちらが速くて計算しやすい

のかを考える。 

・分母が違う分数で、加法と減法の混じった計

算のしかたを考える。 

・異分母分数の３口の計算がやりやすい方法を

考え、計算する。 

・文章問題を解く。 

  
態①（ノート分析、

行動観察） 

１０ 

【できるようになったこと・まなびをいかそう】 

●既習事項の理解を深める。 

●既習事項の確かめをする。 

・通分・約分をする。 

・異分母分数の加法や減法の計算をする。 

・異分母分数の加法や減法の文章問題を解く。 

・計算のしかたを確認する。 

  
態①（ノート分析、

行動観察） 

１１ 【単元のまとめのテスト】 
・知①②③④（ペ

ーパーテスト） 

思①②（ペーパ

ーテスト） 
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４ 児童の実態 

 

１．勉強することが好き 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．自分の考えをもつことができている 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．友達の考えを聞きたいと思う 

 

 

４．友達と話し合うことで新たな発見がある 

 

 

 

 

 

４．友達と話し合うことで新たな発見がある 
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５．自分の考えを発表することが好き 

 

 

 

 

 

 

 

 

６．学んだことを振り返ることは大切だと思う 

 

 

 

 

 

 

 

 

７．大人になっても学び続けたいと思う 

 

 

 

 

 

 

 

 

８．算数が好きである 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



8 

９．算数の授業では、今日のめあてを意識して勉強している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０．家で算数の学習をしている 

 

 

 

 

 

 

 

 

・友達の考えを聞きたいと思う児童や、友達と話し合うことで新たな発見があると感じている児童はそれぞれ８７％、８３％と

高い。よって、話し合いはしたいと思っている。一方、発言をする子は限られている実態がある。 

・自分の考えをもつことができていると回答する児童も８２％いる。今までの学習の中で、図や表、グラフなどを用いて自分

の考えを書く時間を確保し、繰り返し行っているからと考えられる。 

・算数の授業では、今日のめあてを意識して勉強している児童は７９％である。高学年で、ノートは見開きでとることや、めあ

てを青で囲むことなどノート指導を統一した結果だと考えられる。 

・家で算数の学習をしている児童は７０％おり、学んだことを振り返り実生活に生かそうとしたり、着実に身に着けようとした

りする気持ちが見られる。 

・自分の考えを発表することが好きな児童は５０％と割合が下がっている。自分の考えに自信がないことや、間違えに対す

る不安感などが要因と考えられる。考えを説明する機会を保障したり、ペア学習やノート交換・ICT を活用して考えを共

有したりすることが必要と考えられる。また、授業中に教師の声掛けも多くする必要がある。 

 

〇令和２年 府中第十小学校 ５学年研究アンケート結果〇 

① 算数について 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

0 10 20 30 40 50 60 70 80

自分の考えをノートに書くのが好き

自分の考えをは発表するのが好き

友達の考えを聞きのが好き

データの活用が好き

変化と関係が好き

図形が好き

数と計算が好き

算数は好きですか

１組

２組

３組

４組

学年

図形が苦手

数と計算が苦手

算数が嫌い

１組
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② 算数のノート作りで気を付けていることはありますか。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 研修主題に迫るための具体的な手立て  

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

学習感想を書く

友達の考えを書く

自分の考えを書く

めあてとまとめをしっかりと書く

見開き２ページにまとめるようにする

下敷きや定規を使用する

１組

２組

３組

４組

全体

【結果からの考察】 
① 算数は好きかという問いに対して、クラスの半分以上が好きと答え、学年の６０％程が好きと答えているため、関心

は高いと感じる。単元によって好きか嫌いが分れる傾向がある。 
② 授業の中で自力解決の時間を多くとることを続けた結果、自分の考えをしっかりともてると意識している児童が多

い。しかし、友達の考えを聞くことで自分の考えが深まることを理解できている児童が少ない。また、友達との共有
で新たな発見をすることも乏しいため、深化している状態が見られない。発表は苦手だが、ノートに考えを書くのは
好きと答えた児童が４０人とノート指導を続ける上では伸ばしていきたい数字となっている。 

③ 算数が嫌いだと答える児童は全体の４０％程と関心が特に低いわけではないという結果が出た。計算問題を苦
手と答える児童が若干、他の項目よりも高いがほぼ同じ理由で苦手という結果が出た。 

④ 「結果から発表することが苦手」と算数に限らず、他教科にも関わる項目で苦手と答える児童が多い結果であっ
た。特に算数は思考を順序だてて表現するために苦手と答える児童が多くなっている。 

⑤ ノートを書くことに関して意識をしている児童は全体の８０％以上だった。定規を使ったり見開き２ページで書くこと
を意識して取り組めている。よって、思考の整理をする目的のノート指導は効果があると感じている。また、ノートを
丁寧に書くことで考えが整理されることを児童自身が実感し始めているため、学習感想も自然と書く文量が増え
ている。 

⑥ 授業を組み立てるなかで自力解決の時間を十分にとることを意識した授業展開を心掛けた結果、この項目でも
全体の８０％の児童が考えを書くことを意識して取り組めている。話す・聞く分野にも関係することでもある、友達
の考えを聞く分野では、また、作業が追い付かずに意識して取り組めている児童が少ない。考えを共有、深化させ
ていくためにも友達の考えを聞いて比べるような授業展開、ノート指導をするのが今後の課題だと感じる。 
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プロジェクト B ★学びを進める空間★『指導と評価、学習環境の充実』 

○指導と評価の一体化のための手立て 

・一授業一評価を基本とし、あらかじめ評価の対象となる行動や状態を想定した評価規準を明確にする。 

プロジェクト A ★学びに向き合う時間★『問いかけの工夫、教師の働きかけ』 

○問いかけの工夫、教師の働きかけ〇 

①課題を見付ける導入の問いかけ（学習意欲を高める、ゴールイメージの共有、目的意識をもつ、課題を見付ける） 

●「今日のめあてはどうなりますか？」 

・前時の学習感想から児童が疑問に思っていること、取り組んでみたいことから本時に取り組む問題をつくっていく。 

・今日のめあて（課題）を、子供たちの問いから作る。問題文の提示の仕方を工夫し、子供たちの「問い」から学習課

題を設定していく。 

例：問題文の最初の一文だけを提示→二文目を提示→三文目を提示→今日のめあてを引き出す。 

 

②中心課題を練り上げる問いかけ（自分なりの考えをもつ→対話を通して考えを互いに共有できるものへと高めてい

く活動） 

●「これまでの学習で使えそうなことはないかな？」と問いかけ、想起させる。その際、ノートを有効に活用させる。 

・「算数 ～考え方のヒント～」を使い、自力解決の見通しをもたせる。（考え方のヒントをどこかに載せる） 

・自力解決（全員が自力解決を図れるように、既習事項の確認を十分に行い、見通しをもたせる。） 

・本時の問題解決に必要な既習の内容は何なのかを洗い出し、子供一人一人がそれを想起できるような手立てをと

る。 

 

●「それぞれの考えのよさは何だろう？」「どの考え方が分かりやすい？その理由は？」「何が大切なのだろう？」 

・自力解決で導き出した答えを、隣の人と見せ合う→互いに説明する→全体での発表→それぞれの考えの「よさ」を見

付ける→よりよい考え方を共有する。 

・着想を問う。「どうして、そういうふうに考えたの？」 

 

③考えを再構築する振り返りの問いかけ（振り返る視点の共有化、分かったこと、できるようになったこと、考えをまとめる） 
●「今日の授業で一番大切なことって何だろう？」 
・学習感想は「今日は○○だったから、次は（次も）□□したい」と児童に書かせる。 
・時間は３分間。  
・振り返りの直前や振り返り中に教師は適切な言葉掛けを行う。 
・教師は毎時の導入場面で前時の学習感想から数名の児童を意図的に抽出・紹介・共有し、価値付けを図る。  
 
・自己調整を図る力の評価基準を次のように設定し、学習感想への記述を分析・評価する。     
＊「主」…主体的に学習に取り組む態度  「思」…思考・判断・表現  
 

不明 主Ｂ⁻ 主Ｂ 主Ａ、思Ｂ 主Ａ、思Ａ 

記述が途中で終わ

っている、または、 記

述がない。 

「○○だった」または

「○○したい」 のど

ちらか一方のみ記述

している。 

「○○だったから 次

は（も）○○したい」

と記述している。 

「○○だったから 次

は（も）○○したい」

に加え、友達のいい

なと思った考え、もし

くは本時の大事なポ

イントを記述してい

る。 

「○○だったから 次

は（も）○○したい」

に加え、友達のいい

なと思った考えを記

述している。さらに本

時の大事なポイント

を記述している。 

 
④ノートの使い方について 
・見開き２ページ 
・めあて（青囲み） 
・自分の考えを書く。友達の考えも書く。 
・まとめ（赤囲み） 
・学習感想「今日は○○だったから、次は（次も）□□したい！」…書かせる中で、「今日分かった、大事なポイント」や
「友達のこの考え方いいな」と思ったことも書くように適宜伝える。 
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6 年 線対称 5 年 合同な図形 ５年 面積の求め方 

 

 

5 年 図形の面積 5 年 面積の求め方 
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5 年 倍数と約数 

5 年 面積の求め方 

プロジェクト C ★学びを促す仲間★『児童の言語活動、家庭とつながり』 

○「できる」「分かる」「楽しい」の喜びを共有する取り組み 

・学び合いの型による学習の充実（２人（ペア）、３人（トリオ）、４人、全体など） 
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６ 本時の授業（全１１時間中の第 2時間目） しっかりコース 
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➀ 第 2 時の目標 

   分母の違う分数の公倍数を考えて通分し、大きさを比べることができる。 

② 第 2時の展開 

 主な学習活動と児童の反応 

Ｔ：問いかけ Ｃ：予想される児童の反応 

留意点と評価（※留意点、☆評価） 

導
入
（
５
） 

〇 同じ大きさの分数を探しながら前時の学習を振り返る。 

T ここに
1

2
の長さのリボンがあります。同じ長さのリボンはどれでしょ

う。
2

3
、

2

4
、

2

5
の長さから選びましょう。 

C 
2

4
です。理由は分母と分子をそれぞれ 2 倍していて、同じ大きさに

なるからです。 

T では、
2

3
と同じ大きさのケーキはどれですか。

2

7
、

3

8
、

6

9
の大きさから選

びましょう。 

C 
6

9
です。理由は分母と分子をそれぞれ 3 倍していて、同じ大きさに

なるからです。 

〇 分数の大きさ比べをしながら本時の問題をとらえる。 

T 
3

6
と

5

6
はどちらが大きいですか。 

C 分母が同じなので、分子が大きい
5

6
の方が大きいです。 

T では、
2

3
と

4

5
はそちらが大きいですか。 

C 分母が違って比べられません。 

〇 本時のめあてを確認する。 

 

※分数の分母と分子に同じ数をかけても

大きさは変わらないということを想起で

きるように、前時の学習を振り返る時間

を設ける。 

※分数は同じ大きさのまま、違う分数に変

えることができることをおさえる。 

 

 

 

※分母が違う状態だと一見して比べられ

ないということに気付けるように、スモー

ルステップで大きさを比べていく。 

 

 

 

 

展
開
（
３
０
） 

〇 解決の見通しをもつ。 

T どうやって比べますか。 

C 大きさが同じ分数を書くと比べられそうです。 

C テープ図が使えそうです。 

C 数直線で比べたいです。 

 

〇自力解決をする。 

C1 
2

3
と同じ大きさは

10

15
、

4

5
と同じ大きさは

12

15
。比べると

12

15
の方が大き

い。だから、
4

5
の方が大きい。 

T  
2

 3
を

10

15
するためにどうしましたか。 

C1 どちらにもかける 5をしました。 

T 
4

5
を

12

15
するためにはどうしましたか。 

C1 どちらにもかける３をしました。 

T なぜ、５と３をそれぞれの分数にかけましたか。 

C1 分母の３と５を同じ１５にするためです。 

※比べ方の見通しがもてるように、前時の

学習で用いた解決方法を算数コーナ

ーに掲示しておく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

分母がちがう分数の大きさは、どうしたら比べられるか考えよう。 
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C2  
2

3
と同じ大きさの分数を書いていくと

4

6
、

6

9
、

8

12
、

10

15
…。

4

5
と同じ大き

さの分数を書いていくと
8

10
、

12

15
、

16

20
、

20

25
…。

10

15
と

12

15
を比べると

12

15
の方

が大きいので、
4

5
の方が大きい。 

C3 テープ図で考えました。テープを３等分したうちの２つ分と、５等

分したうちの４つ分なので、
4

5
の方が大きい。 

 

 

 

 

 

〇全体で練り合いをする。 

T それぞれの比べ方のよさは何ですか。 

C テープ図は並べて見ると大きさが比べやすいです。 

C 同じ分数を書き出していくと、すぐに見つけられます。 

T 同じ分数を書き出していく比べ方に共通していることは何ですか。 

C 分母の大きさが同じです。 

C 分母を揃えています。 

T 図や数直線の比べ方に共通していることは何ですか。 

C もとにする大きさを揃えています。 

T 次に同じような問題を解くときにはどの比べ方をしたいですか。 

C 分母を揃えて比べます。簡単に比べられるからです。 

C テープ図や数直線は、小さい数の分数の時は便利だけれど分数 

  だと、正確に等分して求めるのが難しいです。 

 

〇「通分」の意味を確かめる。 

T 通分のやり方のポイントは何ですか。 

C 分母だけでなく、分子にも同じ数をかけていることです。 

○他の分数（
3

4
と

4

5
）で求め方を確かめる。 

※
10

15
と

12

15
を見つけた子どもには次に大きさ

が揃うのは分母がいくつの時か考える

よう助言する。 

※活動が滞っている子どもには、数直線

やテープ図を準備し、等分するよう助言

する。 

☆それぞれの分母の公倍数を見つけて大

きさを比べる方法を考えている。（ノー

ト・発言） 

 

※揃える部分を意識できるような資料提

示をする。 

 

 

 

 

 

※どの比べ方ももとにする大きさを同じに

したり分母を同じにしたりして、揃えて

から比べていることをおさえる。 

 

※分数で比べると早く正確に解けるとい

うよさに気付けるように、大きな数字の

分数で比べる場合を想起させる。 

  

ま
と
め
（
１
０
） 

○本時のまとめをする。 

 

 

 

○学習感想を書く。 

※子どもの言葉からまとめができるよう

に、板書にキーワードを書いておく。 

➂ 第２時の板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

分数のたし算とひき算 

分母がちがう分数の大きさは、通分すると比べられる。 

分母がちがう分数の大きさは、どうしたら比べ

られるか考えよう。 

2

3
と

4

5
はどちらが大きいですか。 

【見通し】 

① テープ図が使えそうだ。 

② 数直線が使えるかもしれない。 

③ 同じ大きさの分数を書いてみると

できそうだ。 

府中第十小学校 考え方のヒント 

【自分の考え・友達の考え】 

テープ図を書いて考えた。 

 

順にかいていき、分数がそろった時に比べる。 

2/3   4/6  6/9    10/15 

4/5  8/10  12/15  16/20 

１５で分母がそろうとことで比べる。 

 

前の時間で考えた数直線を使う。 

 

分母を３０でそろえる。 

2/3×１０→20/30 

4/5×６ →24/30 

同じ分母でくらべる 

【まとめ】 

分母がちがう分数の大きさ

は、通分すると比べられる。 

通分・・・ 

いくつかの分数を、それぞれの大きさを

変えないで、共通な分母になおすことを

通分するという。 

共通していることは何だろう。 

分母を同じ数にそろえている。 
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６ 本時の授業（全１１時間中の第 2時間目） ぐんぐんコース 

➀ 第 2 時の目標 

   分母の違う分数の公倍数を考えて通分し、大きさを比べることができる。 

② 第 2時の展開 

 主な学習活動と児童の反応 

Ｔ：問いかけ Ｃ：予想される児童の反応 
留意点と評価（※留意点、☆評価） 

導
入
（
５
） 

〇 同じ大きさの分数を探しながら、前時の学習を振り返る。 

T ここに
1

2
の長さのリボンがあります。同じ長さのリボンはどれでしょ

う。
2

3
、

2

4
、

2

5
の長さから選びましょう。 

C 
2

4
です。理由は分母と分子をそれぞれ 2 倍していて、同じ大きさに

なるからです。 

T では、
2

3
と同じ大きさのケーキはどれですか。

2

7
、

3

8
、

6

9
の大きさから選

びましょう。 

C 
6

9
です。理由は分母と分子をそれぞれ 3 倍していて、同じ大きさに

なるからです。 

〇 分数の大きさ比べをしながら本時の問題をおさえる。 

T 
3

6
と

5

6
はどちらが大きいですか。 

C 分母が同じなので、分子が大きい
5

6
の方が大きいです。 

T では、
2

3
と

2

4
ではどちらが大きいですか。 

C 
2

3
です。分子が同じなので、分母が小さい方が大きいです。 

T では、
2

3
と

4

5
はそちらが大きいですか。 

C 分母が違って比べられません。 

 

〇 本時のめあてを確認する。 

 

 

※分数の分母と分子に同じ数をかけても

大きさは変わらないということを想起で

きるように、前時の学習を振り返る時間

を設ける。 

 

※分数は同じ大きさのまま、違う分数に変

えることができることをおさえる。 

 

 

※分母が違う状態だと、すぐには比べられ

ないということに気付けるように、スモー

ルステップで大きさを比べていく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

展
開
（
３
０
） 

〇 解決の見通しをもつ。 

T みんななら、どうやって比べますか。 

C 大きさが同じ分数を書くと比べられそうです。 

C テープ図が使えそうです。 

C 数直線で比べたいです。 

C 分母をそろえれば比べられそうです。 

 

〇自力解決をする。 

C1 
2

3
と同じ大きさは

10

15
、

4

5
と同じ大きさは

12

15
。比べると

12

15
の方が大き

い。だから、
4

5
の方が大きい。 

T  
2

 3
を

10

15
するためにどうしましたか。 

C1 どちらにもかける 5をしました。 

T 
4

5
を

12

15
するためにはどうしましたか。 

C1 どちらにもかける３をしました。 

T なぜ、５と３をそれぞれの分数にかけましたか。 

C1 分母の３と５を同じ１５にするためです。 

※比べ方の見通しがもてるように、前時の

学習で用いた解決方法を算数コーナ

ーに掲示しておく。 

 

 

 

 

※一つの考え方だけでなく、２つ、３つとい

ろいろな方法で比べるように声をかけ

る。 

 

 

 

 

 

分母がちがう分数の大きさは、どうしたら比べられるか考え、説明しよう！ 
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C2  
2

3
と同じ大きさの分数を書いていくと

4

6
、

6

9
、

8

12
、

10

15
…。

4

5
と同じ大き

さの分数を書いていくと
8

10
、

12

15
、

16

20
、

20

25
…。

10

15
と

12

15
を比べると

12

15
の方

が大きいので、
4

5
の方が大きい。 

C3 テープ図で考えました。テープを３等分したうちの２つ分と、５等

分したうちの４つ分なので、
4

5
の方が大きい。 

 

○自力解決した考えを発表する。 

 

 

 

 

 

〇全体で練り合いをする。 

T どれもすばらしい考え方ですね。 

どんなところがよいと思いますか？ 

C テープ図は並べて見ると大きさが比べやすいです。 

C 同じ分数を書き出していくと、すぐに見つけられます。 

T 同じ分数を書き出していく比べ方に共通していることは何ですか。 

C 分母の大きさが同じです。 

C 分母を揃えています。 

T 図や数直線の比べ方に共通していることは何ですか。 

C もとにする大きさを揃えています。 

 

T 次に同じような問題を解くときにはどの比べ方をしたいですか。 

C 分母を揃えて比べます。簡単に比べられるからです。 

C テープ図や数直線は、小さい数の分数の時は便利だけれど分数 

  だと、正確に等分して求めるのが難しいです。 

 

〇「通分」の意味を確かめる。 

T 通分のやり方のポイントは何ですか。 

C 分母だけでなく、分子にも同じ数をかけていることです。 

○他の分数（
3

4
と

4

5
）で求め方を確かめる。 

※
10

15
と

12

15
を見つけた子どもには次に大きさ

が揃うのは分母がいくつの時か考える

よう助言する。 

※活動が滞っている子どもには、数直線

やテープ図を準備し、等分するよう助言

する。 

※ホワイトボードに書いた児童以外の児

童に説明をさせ、理解を深める。 

☆それぞれの分母の公倍数を見つけて大

きさを比べる方法を考えている。（ノー

ト・発言） 

 

※揃える部分を意識できるような資料提

示をする。 

 

 

※どの比べ方ももとにする大きさを同じに

したり分母を同じにしたりして、揃えて

から比べていることをおさえる。 

 

※分数で比べると早く正確に解けるとい

うよさに気付けるように、大きな数字の

分数で比べる場合を想起させる。 

  

ま
と
め
（
１
０
） 

○本時のまとめをする。 

 

 

 

○学習感想を書く。 

○学習感想を発表する。 

※子どもの言葉からまとめができるよう

に、板書にキーワードを残しておく。 

 

 

 

 

分母がちがう分数の大きさは、通分すると比べられる。 
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６ 本時の授業（全１１時間中の第 2時間目） じっくりコース 

➀ 第 2 時の目標 

   分母の違う分数の公倍数を考えて通分し、大きさを比べることができる。 

② 第 2時の展開 

 主な学習活動と児童の反応 

Ｔ：問いかけ Ｃ：予想される児童の反応 

留意点と評価（※留意点、☆評価） 

導
入
（5

） 

〇 同じ大きさの分数を探しながら前時の学習を振り返る。 

T ここに
1

2
の長さのリボンがあります。同じ長さのリボンはどれでしょ

う。
2

3
、

2

4
、

2

5
の長さから選びましょう。 

C 
2

4
です。理由は分母と分子をそれぞれ 2 倍していて、同じ大きさに

なるからです。 

Tでは、
2

3
と同じ大きさのケーキはどれですか。

2

7
、

3

8
、

6

9
の大きさから選び

ましょう。 

C 
6

9
です。理由は分母と分子をそれぞれ 3 倍していて、同じ大きさに

なるからです。 

〇 分数の大きさ比べをしながら本時の問題をおさえる。 

T 
3

6
と

5

6
はどちらが大きいですか。 

C 分母が同じなので、分子が大きい
5

6
の方が大きいです。 

T では、
2

3
と

2

4
ではどちらが大きいですか。 

C 
2

3
です。分子が同じなので、分母が小さい方が大きいです。 

T では、
2

3
と

4

5
はそちらが大きいですか。 

C 分母が違って比べられません。 

T では、分母をそろえると大きさ比べをすることできそうですか。 

〇 本時のめあてを確認する。 

 

 

〇 解決の見通しをもつ。 

T どのようなことをすると分母をそろえることができそうですか。 

C 倍数の考えが使えそう。 

C 図に書いたりすると分母をそろえることができそうだ。 

C 大きさが同じ分数を書くと比べられそうです。 

C テープ図が使えそうです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※分数の分母と分子に同じ数をかけても

大きさは変わらないということを想起で

きるように、前時の学習を振り返る時間

を設ける。 

※分数は同じ大きさのまま、違う分数に変

えることができることをおさえる。 

 

 

 

※分母が違う状態だと一見して比べられ

ないということに気付けるように、スモー

ルステップで大きさを比べていく。 

 

 

※分母をそろえることで比べられえること

を確認する。 

 

 

 

 

※比べ方の見通しがもてるように、前時の

学習で用いた解決方法を算数コーナ

ーに掲示しておく。 

※倍数という考えをおさえ、１５や３０とい

う数字を意識させる。 

 

分母をそろえて、大きさ比べをしよう。 
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展
開
（
３
０
） 

〇自力解決をする。 

C1 
2

3
と同じ大きさは

10

15
、

4

5
と同じ大きさは

12

15
。比べると

12

15
の方が大き

い。だから、
4

5
の方が大きい。 

T  
2

 3
を

10

15
するためにどうしましたか。 

C1 どちらにもかける 5をしました。 

T 
4

5
を

12

15
するためにはどうしましたか。 

C1 どちらにもかける３をしました。 

T なぜ、５と３をそれぞれの分数にかけましたか。 

C1 分母の３と５を同じ１５にするためです。 

 

 

〇全体で練り合いをする。 

T それぞれの比べ方のよさは何ですか。 

C テープ図は並べて見ると大きさが比べやすいです。 

C 同じ分数を書き出していくと、すぐに見つけられます。 

T 同じ分数を書き出していく比べ方に共通していることは何ですか。 

C 分母の大きさが同じです。 

C 分母を揃えています。 

T 図や数直線の比べ方に共通していることは何ですか。 

C もとにする大きさを揃えています。 

T 次に同じような問題を解くときにはどの比べ方をしたいですか。 

C 分母を揃えて比べます。簡単に比べられるからです。 

C テープ図や数直線は、小さい数の分数の時は便利だけれど分数 

  だと、正確に等分して求めるのが難しいです。 

C2  
2

3
と同じ大きさの分数を書いていくと

4

6
、

6

9
、

8

12
、

10

15
…。

4

5
と同じ大きさ

の分数を書いていくと
8

10
、

12

15
、

16

20
、

20

25
…。

10

15
と

12

15
を比べると

12

15
の方が

大きいので、
4

5
の方が大きい。 

C3 テープ図で考えました。テープを３等分したうちの２つ分と、５等

分したうちの４つ分なので、
4

5
の方が大きい。 

 

〇「通分」の意味を確かめる。 

T 通分のやり方のポイントは何ですか。 

C 分母だけでなく、分子にも同じ数をかけていることです。 

○他の分数（
3

4
と

4

5
）で求め方を確かめる。 

○本時のまとめをする。 

 

 

※
10

15
と

12

15
を見つけた子どもには次に大きさ

が揃うのは分母がいくつの時か考える

よう助言する。 

※活動が滞っている子どもには、数直線

やテープ図を準備し、等分するよう助言

する。 

☆それぞれの分母の公倍数を見つけて大

きさを比べる方法を考えている。（ノー

ト・発言） 

 

※揃える部分を意識できるような資料提

示をする。 

 

 

※どの比べ方ももとにする大きさを同じに

したり分母を同じにしたりして、揃えて

から比べていることをおさえる。 

 

※どの考え方も一つ分のもとにする量が

変わらないことをおさえる。 

 

 

※分数で比べると早く正確に解けるとい

うよさに気付けるように、大きな数字の

分数で比べる場合を想起させる。 

 

 

 

 

※倍数の考えをいかせることを助言する。 

 

 

 

 

ま
と
め
（10

） 

○学習感想を書く。 ※子どもの言葉からまとめができるよう

に、板書にキーワードを書いておく。 

 

分母がちがう分数の大きさは、通分すると比べられる。 
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7 授業を観る視点（１０の視点から抜粋） 

③ 子どもは、友達の考えを尊重しているか。友達の考えの中に、新しい考えの種や自分の考えを整理してくれる考えがあ

るという視点で友達の考えを聞いているか。 

⑥ 教師は、核心となる重要な考えを吟味しているか。 

⑩ 教師は、プロセスを見ているか。つまり、子どもの思考錯誤、つまずき、迷いをみているか。 


